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■第12 回中部連盟クラブ対抗野球大会優勝

本
市
に
本
拠
地
を
置
く
硬
式

野
球
チ
ー
ム「
桂
倶
楽
部
」は
、

本
年
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

桂
倶
楽
部
の
創
始
者「
奥お
く
げ
ん
ろ
く

源
禄
」の「
野
球
で

培
わ
れ
た
健
全
な
精
神
こ
そ
郷
土
発
展
に
つ
な

が
る
最
善
の
道
」を
部
訓
と
し
て
、
地
域
に
根

差
し
た
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

３
回
目
と
な
る
今
回
は
、
桂
倶
楽
部
の
中
興

期
を
ご
紹
介
し〝
桂
倶
楽
部
１
０
０
年
の
あ
ゆ

み
〟を
た
ど
り
ま
す
。

桂倶楽部
　 100年

【
桂
倶
楽
部 

中
興
期
】

　

昭
和
49
年
に
創
始
者
で
あ
り
、
倶
楽
部
最
大

の
後
援
者（
奥
源
禄
）が
こ
の
世
を
去
り
、
精
神

的
支
柱
を
失
っ
た
桂
倶
楽
部
に
廃
部
の
危
機
が

お
と
ず
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
51
年
、
ク
ラ
ブ
日
本
一
を
決
め
る「
第

１
回
全
日
本
ク
ラ
ブ
対
抗
野
球
大
会
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
が
、
桂
倶
楽
部
は
、
都
市
対
抗
野

球
予
選
に
出
場
を
続
け
る
こ
と
だ
け
で
他
の
大

会
に
参
加
す
る
余
力
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

さ
ら
に
昭
和
52
・
53
年
に
は
、
都
市
対
抗
野
球

大
会
さ
え
も
棄
権
し
、
日
本
第
二
の
60
余
年
の

伝
統
も
消
え
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
昭
和
54
年
に
創
始
者（
奥
源
禄
）の

次
男（
奥
隆
行
）が
都
留
野
球
史
回
顧
録
を
発
刊

し
た
こ
と
に
よ
り
、
桂
倶
楽
部
の
存
在
価
値
が

見
直
さ
れ
、
桂
倶
楽
部
OB
の
中
か
ら「
伝
統
の

灯
を
消
し
て
は
い
け
な
い
。」と
の
機
運
が
盛
り

上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

　

当
時
の
都
留
市
野
球
連
盟
役
員
で
も
あ
り
、

倶
楽
部
OB
の（
佐
野
勝
太
郎
）
が（
※1

谷
内
秀

雄
）（
庄
司
寛
）ら
と
共
に
、
谷
村
工
・
桂
高
出

身
者
を
中
心
に
20
歳
前
後
の
選
手
を
集
め
、
桂

倶
楽
部
の
再
編
成
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
55
年
、
第
51
回
都
市
対
抗
野
球
山
静
大

会
に
出
場
し
た「
新
生
桂
倶
楽
部
」は
、
静
岡
県

営
草
薙
球
場
に
お
い
て「
協
和
発
酵
ク
ラ
ブ
」

「
峡
北
ク
ラ
ブ
」を
降
し
、
準
々
決
勝
へ
進
出
し

ま
し
た
。

　

準
々
決
勝
で
は「
河
合
楽
器
」に
敗
退
し
ま
し

た
が
こ
の
大
会
で
の
勝
利
は
、
昭
和
41
年
以

来
、
14
年
ぶ
り
の
公
式
戦
勝
利
で
し
た
。
こ
こ

に
桂
倶
楽
部
は
、
復
活
し
、
１
０
０
年
の
歴
史

に
向
か
い
、
歩
み
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
時
の

メ
ン
バ
ー
の
中
に
後
の
桂
倶
楽
部
及
び
都
留
野

球
界
を
牽
引
し
て
い
く
人
材
が
含
ま
れ
て
い
ま

し
た
。（
鈴
木
信
行
）「
現
監
督
、
市
野
球
連
盟

社
会
人
部
長
」、（
高
部
博
志
）「
現
コ
ー
チ
、
市

野
球
連
盟
審
判
部
長
」、（
杉
山
肇
）「
現
部
長
、

市
野
球
連
盟
副
会
長
」、（
※2

森
雅
志
）
の
同

級
生
カ
ル
テ
ッ
ト
で
す
。

　

昭
和
60
年
7
月
甲
府
緑
ヶ
丘
球
場
で
開
催
さ

れ
た
第
10
回
全
日
本
ク
ラ
ブ
対
抗
野
球
山
静
地

区
予
選
に
お
い
て
桂
倶
楽
部
は
、
静
岡
県
の
古

豪「
全
三
島
ク
ラ
ブ
」「
静
岡
ク
ラ
ブ
」を
撃
破

し
、
準
決
勝
に
コ
マ
を
進
め
ま
し
た
が
、「
岳

南
ク
ラ
ブ
」（
静
岡
）に
敗
れ
、
全
国
大
会
へ
の

夢
は
、
断
た
れ
ま
し
た
が
一
回
戦
の「
全
三
島

ク
ラ
ブ
」戦
に
お
い
て
、（
鈴
木
信
行
）が
サ
イ

ク
ル
安
打
を
記
録
し
ま
し
た
。
山
梨
県
社
会
人

野
球
界
初
の
快
挙
で
あ
り
、
最
高
打
撃
賞
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
、
市
営
楽
山
球
場
に
お
い
て
第
12
回
日

本
選
手
権
山
梨
県
大
会
を『
桂
倶
楽
部
70
周
年

記
念
大
会
』
と
し
て
開
催
。「
山
梨
球
友
ク
ラ

ブ
」と
対
戦
、
６
点
差
を
追
い
つ
き
、
劇
的
な

逆
転
サ
ヨ
ナ
ラ
で
決
勝
に
進
出
し
ま
し
た
。
決

勝
で
は
、「
オ
ー
ル
櫛
形
」に
敗
れ
、
優
勝
こ
そ

逸
し
ま
し
た
が
主
将（
柏
木
正
男
）が
打
撃
賞
を

獲
得
し
ま
し
た
。

　

昭
和
61
年
5
月
、
第
30
回
選
抜
社
会
人
新
潟

大
会
に
推
薦
出
場
し
た
桂
倶
楽
部
は
、
前
年
の

第
55
回
都
市
対
抗
野
球
本
大
会
に
お
い
て
農
協

旋
風
を
巻
き
起
こ
し
た「
岩
手
経
済
連
」と
対
戦

し
ま
し
た
。

　

初
回
に（
鈴
木
信
行
）の
３
点
本
塁
打
な
ど
で

４
点
を
先
取
、
そ
の
後
も
岩
手
を
上
回
る
13
安

打
を
放
ち
優
位
に
試
合
を
進
め『
ノ
ン
プ
ロ
を
破

る
金
星
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
』と
期
待
が

高
ま
り
ま
し
た
が
追
加
点
を
奪
え
ず
４
対
６
で

逆
転
負
け
を
喫
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
全
国
レ
ベ
ル
の
ノ
ン
プ
ロ
と
の
互
角
の

戦
い
に
チ
ー
ム
は
自
信
を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

桂
倶
楽
部
に
最
高
の
時
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
８
月
、
甲
府
緑
ヶ
丘
球
場
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
第
12
回
中
部
連
盟
ク
ラ
ブ
対
抗
野
球

選
手
権
大
会
に
お
い
て
、「
オ
ー
ル
松
本
」（
長

野
県
）準
決
勝
で「
オ
ー
ル
櫛
形
」、
決
勝
戦
、

「
市
川
ク
ラ
ブ
」を
撃
破
し
、
中
部
地
区
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
の
雄
が
覇
を
競
っ
た
こ
の
大
会
に
お
い

て
念
願
の
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

山
梨
大
会
制
覇
は
過
去
に
何
度
も
あ
り
ま
し

た
が
地
区
大
会
で
の
優
勝
は
、
長
い
歴
史
の
中

で
こ
れ
が
初
め
て
の
こ
と
で
し
た
。

※
１　

谷
内
秀
雄
：「
ノ
ン
プ
ロ
日
本
軽
金
属
」

で
５
年
間
プ
レ
ー
、
桂
倶
楽
部
監
督（
６
代
目
）

「
中
学
硬
式
野
球
都
留
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
」初
代
監
督

※
２　

森
雅
志
：
こ
の
翌
年
か
ら
エ
ー
ス
と
し

て
桂
倶
楽
部
を
支
え
、
現
役
引
退
後
は
、
地
域

少
年
野
球
の
指
導
者
と
し
て
青
少
年
の
育
成
に

力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成
14
年

５
月
４
日
、
少
年
野
球
の
指
揮
を
と
っ
た
翌
日

に
突
然
の
病
で
早
世
。
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